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今
昔
物
語
集
の
「
繚
」
　
　
　
　
　
　
　
―
自
動
詞
と
他
動
詞
の
間
―
山
口
康
子
　
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
字
は
、
囲
み
・
語
義
・
用
法
と
も
に
今
の
と
こ
ろ
明
確
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、
特
に
語
義
・
用
法
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）
面
に
お
い
て
若
干
で
も
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
　
一
（
　
「
練
」
字
の
訓
み
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
「
今
昔
物
語
集
」
e
、
補
注
四
八
四
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
、
類
聚
名
義
抄
「
早
昼
マ
ツ
ハ
ル
・
ア
ツ
カ
ハ
シ
」
　
（
観
智
院
本
・
雪
中
一
一
二
）
に
準
拠
す
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
訓
を
提
示
さ
れ
て
以
来
、
そ
れ
に
従
う
が
一
般
の
如
く
で
あ
る
。
　
今
昔
物
語
集
中
、
　
「
練
」
字
六
三
字
、
及
び
同
訓
と
み
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
「
濠
」
（
巻
二
〇
第
1
1
語
、
6
6
ペ
ー
ジ
2
行
。
以
下
「
二
〇
1
1
1
、
6
6
ぺ
2
」
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
如
く
、
略
記
し
て
示
す
。
以
下
同
じ
。
）
「
結
」
（
一
五
一
2
2
、
躍
ぺ
1
6
）
各
一
字
を
も
含
め
て
、
計
六
五
例
が
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
訓
が
考
え
ら
れ
る
全
例
で
あ
る
。
現
今
一
般
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
扱
」
な
ど
の
文
字
は
今
昔
物
語
集
に
は
み
ら
れ
な
い
。
今
、
こ
の
六
五
例
を
検
す
る
に
、
送
り
仮
名
の
認
め
ら
れ
る
の
は
、
　
「
練
ハ
セ
ケ
ル
」
　
（
二
四
1
5
0
、
認
ぺ
2
）
な
ど
未
然
形
二
例
、
　
「
云
ヒ
績
ヒ
咲
ケ
ル
ト
ナ
ム
」
　
（
二
九
1
1
9
、
㎜
ぺ
1
4
）
な
ど
連
用
形
三
例
、
　
「
妻
夫
シ
テ
練
フ
」
　
（
二
六
5
螂
ぺ
1
5
）
な
ど
終
止
形
二
例
、
　
「
練
フ
人
モ
元
ク
テ
」
　
（
二
八
1
2
0
、
8
6
ぺ
1
4
）
な
ど
連
体
形
八
例
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
　
（
山
口
）
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
円
行
四
段
活
用
動
詞
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
と
も
に
、
旧
訓
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
　
「
シ
ラ
フ
」
な
ど
の
可
能
性
は
勿
論
認
あ
ざ
る
を
得
な
い
。
　
「
練
」
字
本
来
の
意
義
は
、
「
纒
也
・
続
也
・
紗
也
・
縛
束
也
」
な
ど
の
　
　
　
　
（
注
2
）
如
く
で
あ
り
、
日
本
書
紀
に
み
る
次
の
用
例
の
「
練
」
字
は
正
用
と
い
え
よ
・
つ
。
　
・
練
以
周
田
、
決
渠
降
雨
。
　
（
天
智
元
年
十
二
月
條
）
　
こ
の
「
練
」
は
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
お
い
て
「
め
ぐ
ら
す
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
類
聚
名
義
抄
に
も
み
る
訓
で
あ
る
。
　
名
義
抄
に
「
練
」
は
「
績
」
の
俗
字
・
通
字
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
縮
ど
に
は
「
イ
ト
ヨ
ル
・
モ
ト
ル
・
モ
ト
ホ
ル
・
シ
ハ
ル
・
メ
タ
ル
・
メ
ク
ラ
ス
・
マ
ツ
ハ
ル
・
ヒ
・
ル
・
ユ
フ
」
の
訓
が
付
さ
れ
、
俗
字
・
通
字
を
掲
げ
た
後
に
続
け
て
前
掲
の
「
結
績
」
が
「
マ
ツ
ハ
ル
・
ア
ツ
カ
ハ
シ
」
の
乙
訓
を
も
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
ま
た
ま
今
昔
物
語
集
に
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
「
結
」
字
を
も
っ
て
他
の
「
練
」
字
と
全
く
同
じ
用
法
に
用
い
て
い
る
例
外
が
、
む
し
ろ
、
こ
の
名
義
抄
の
「
結
練
1
ー
ア
ツ
カ
ハ
シ
」
と
の
結
び
つ
き
を
示
唆
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
　
旧
訓
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
は
所
拠
不
明
で
あ
り
他
の
適
切
な
訓
も
見
出
し
難
い
ま
ま
に
、
今
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
（
岩
波
）
、
日
本
古
典
文
学
全
集
本
’
（
小
学
館
）
の
含
み
に
従
い
、
本
稿
に
お
い
て
も
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
訓
を
採
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
長
崎
大
立
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
八
号
り
、
　
「
糠
」
の
語
義
・
用
法
の
検
討
に
入
っ
て
ゆ
き
た
い
。
　二（
　
「
練
」
字
本
来
の
語
義
・
用
法
と
、
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
そ
れ
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
い
ら
し
く
、
名
義
抄
に
み
る
　
「
結
練
」
な
ど
を
媒
介
に
「
練
」
字
が
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
e
に
述
べ
た
。
以
下
は
、
澄
み
を
四
段
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
考
え
た
上
で
の
語
義
・
用
法
の
検
討
で
あ
る
。
　
「
練
」
字
は
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
単
独
で
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
他
、
　
「
思
」
　
「
云
」
　
「
見
」
な
ど
の
動
詞
に
下
接
し
て
複
合
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
。
全
六
五
例
の
「
糠
」
字
は
、
単
独
動
詞
二
〇
例
、
複
合
動
詞
四
二
例
、
名
詞
二
例
、
形
容
動
詞
一
例
に
用
い
ら
れ
、
複
合
動
詞
と
し
て
の
用
例
が
七
割
を
占
め
、
そ
の
う
ち
僅
か
一
例
を
除
く
計
四
一
例
ま
で
が
複
合
動
詞
の
第
二
項
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
用
例
の
語
義
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
文
脈
に
従
っ
て
そ
の
用
法
を
見
定
め
そ
れ
ぞ
れ
に
解
釈
さ
れ
て
い
て
、
時
に
は
相
反
す
る
が
如
き
意
義
に
さ
え
受
け
と
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
今
昔
物
語
集
中
四
例
を
数
え
る
「
見
練
」
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
①
面
責
二
、
此
ヲ
見
ル
人
面
、
見
練
テ
、
彼
ノ
母
ノ
借
ル
所
ノ
稲
ヲ
員
ノ
如
　
ク
弁
ヘ
テ
、
母
ヲ
不
令
責
ズ
成
ヌ
。
（
巻
二
〇
、
大
和
国
人
、
為
母
堂
不
孝
得
　
現
報
国
第
晋
ピ
、
9
4
ぺ
9
行
）
　
　
　
　
　
　
　
1
　
文
中
「
此
」
は
、
大
和
国
添
上
郡
に
住
む
学
生
、
憺
保
が
母
に
貸
し
た
稲
を
償
わ
せ
よ
う
と
強
ち
に
責
め
言
う
こ
と
を
指
・
す
。
母
を
地
に
座
ら
せ
て
責
め
徴
る
そ
の
場
を
人
々
が
「
見
練
」
っ
て
、
母
親
の
代
り
に
稲
を
弁
償
し
て
一
六
助
け
る
が
、
謄
保
は
結
局
、
こ
の
不
孝
の
現
報
を
得
て
遂
に
飢
死
す
る
。
当
該
「
見
糠
」
に
つ
い
て
大
系
本
頭
注
「
見
る
に
見
か
ね
て
」
、
全
集
本
頭
注
「
見
る
に
見
か
ね
て
。
　
『
練
』
は
こ
こ
で
は
処
置
に
窮
す
る
意
。
」
②
「
水
二
流
レ
テ
行
ク
間
二
火
二
焼
テ
死
ヌ
ル
、
奇
異
ク
難
有
キ
事
也
」
ト
　
直
轄
ケ
ル
程
二
、
其
ノ
中
二
十
四
、
五
歳
許
ナ
ル
童
ノ
、
火
ヲ
離
テ
水
二
　
付
入
テ
流
レ
テ
行
ケ
レ
バ
　
　
（
二
六
1
3
、
美
濃
国
因
幡
河
出
水
流
人
語
、
第
　
三
、
佃
ぺ
1
7
行
）
　
因
幡
河
の
出
水
の
時
、
家
が
流
さ
れ
て
ゆ
く
間
に
火
災
が
起
り
、
屋
上
に
の
が
れ
た
人
々
が
大
水
に
と
り
か
こ
ま
れ
な
が
ら
焼
死
す
る
と
い
う
稀
有
な
不
祥
事
に
驚
き
呆
れ
、
人
々
が
「
見
練
」
っ
て
い
る
う
ち
に
一
人
の
少
年
が
火
中
か
ら
水
中
に
飛
び
こ
み
、
結
局
、
大
水
で
水
位
が
上
っ
て
い
た
た
め
に
崖
の
途
中
に
生
え
て
い
た
大
木
に
引
っ
か
か
っ
て
辛
う
じ
て
一
命
を
存
し
得
る
。
大
系
本
頭
注
「
兎
角
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
ま
ま
、
打
ち
眺
め
て
い
る
と
」
、
全
集
本
頭
注
「
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
ま
ま
に
、
見
物
し
な
が
ら
あ
れ
こ
れ
取
り
沙
汰
す
る
意
。
」
③
路
チ
行
キ
違
フ
者
共
此
レ
ヲ
見
テ
、
　
「
謹
直
何
ニ
シ
テ
死
タ
ル
者
ニ
カ
有
　
ラ
ム
、
疵
モ
元
キ
ハ
」
ト
葛
練
ヒ
云
ヒ
哩
ケ
ル
程
二
　
（
二
九
1
1
9
、
　
袴
垂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
於
関
山
虚
死
殺
人
語
第
十
九
、
7
ぺ
1
4
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
文
中
「
此
」
は
、
裸
で
虚
死
し
て
い
る
袴
垂
を
指
す
。
裸
で
行
き
倒
れ
て
い
る
人
を
み
て
往
来
の
人
々
が
「
見
練
ヒ
」
騒
い
で
い
る
時
、
心
あ
る
武
者
は
用
心
し
つ
つ
傍
に
も
寄
ら
ず
行
き
過
ぎ
る
が
浅
慮
者
が
無
用
に
近
づ
き
あ
た
ら
一
命
を
落
す
。
大
系
本
頭
注
「
物
見
高
く
打
囲
み
」
、
全
集
本
頭
注
「
人
々
が
回
り
を
取
り
囲
ん
で
、
の
ぞ
き
込
ん
だ
り
指
さ
し
し
た
り
す
る
こ
と
を
い
う
。
」
④
聞
ケ
バ
、
　
「
死
ノ
恥
ヲ
隠
サ
セ
給
タ
ル
事
、
世
々
ニ
モ
難
忘
ク
候
フ
。
然
　
許
人
ノ
多
ク
見
ム
ト
テ
集
テ
候
ヒ
シ
ニ
、
西
ヨ
リ
出
サ
セ
支
給
ザ
ラ
マ
シ
　
カ
バ
、
多
ノ
二
二
遠
見
練
テ
、
百
川
ル
死
ノ
阯
ニ
テ
コ
ソ
ハ
候
ハ
マ
シ
　
カ
」
ト
云
テ
泣
々
ク
手
ヲ
摺
テ
喜
ブ
ト
ナ
ム
見
エ
テ
夢
覚
ニ
ケ
ル
。
　
（
三
　
一
一
2
9
、
蔵
人
式
部
極
貞
高
、
於
殿
上
俄
死
語
第
組
曲
、
鵬
ぺ
5
行
）
　
殿
中
に
頓
死
し
た
藤
原
貞
高
が
小
野
宮
山
資
の
は
か
ら
い
で
人
々
に
「
見
練
」
わ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
死
耽
を
さ
ら
さ
ず
に
す
ん
だ
こ
と
を
喜
び
、
夢
に
あ
ら
わ
れ
て
感
謝
す
る
。
大
系
本
頭
注
「
多
く
の
人
の
さ
ら
し
物
に
な
っ
て
」
、
全
集
本
頭
注
「
さ
ら
し
者
に
さ
れ
て
。
　
『
見
練
』
は
、
見
て
あ
れ
こ
れ
取
り
沙
汰
す
る
こ
と
。
」
　
今
昔
物
語
二
心
二
〇
、
巻
二
六
、
巻
二
九
、
巻
三
一
に
各
一
例
ず
つ
見
出
さ
れ
る
「
見
練
」
は
右
の
通
り
で
あ
り
、
大
系
本
・
全
集
本
の
頭
注
を
参
照
す
る
と
右
の
如
く
文
脈
に
応
じ
た
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、
…
見
、
相
反
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
る
如
き
用
法
を
持
つ
か
に
さ
え
み
え
る
。
し
か
し
、
場
面
や
文
脈
に
よ
る
解
釈
は
と
も
か
く
、
同
じ
「
見
事
」
に
共
通
す
る
意
義
の
要
素
は
見
出
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
こ
の
四
例
に
共
通
す
る
の
は
、
　
「
見
る
に
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ね
る
」
と
い
う
、
見
て
い
る
人
々
の
憂
慮
の
気
持
で
あ
る
と
思
う
。
な
る
ほ
ど
、
例
え
ば
、
①
と
②
の
「
見
練
」
は
①
の
場
合
は
人
々
が
見
る
に
見
か
ね
て
救
い
の
処
置
を
と
る
に
対
し
、
②
の
場
合
は
洪
水
中
の
火
災
と
い
う
処
置
に
窮
す
る
場
面
で
人
々
は
た
だ
手
を
こ
ま
ぬ
い
て
見
守
る
し
か
な
い
と
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
違
い
は
あ
る
が
、
　
「
見
て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
人
々
の
気
持
は
共
通
で
あ
ろ
う
。
③
の
場
合
も
、
裸
で
行
き
倒
れ
、
死
ん
で
い
る
か
に
み
え
る
人
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
て
往
来
の
人
々
が
余
り
の
こ
と
に
「
見
る
に
見
か
ね
」
、
黙
過
で
き
ず
騒
ぎ
合
っ
て
い
る
場
面
と
い
え
る
。
④
は
、
　
「
被
」
字
を
上
昇
し
、
受
身
形
で
あ
る
が
、
参
集
し
た
多
数
の
人
々
か
ら
「
見
る
に
見
か
ね
ら
れ
る
」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
殿
上
で
の
急
死
に
加
え
て
死
体
を
運
び
出
さ
れ
る
際
人
々
に
見
ら
れ
て
そ
の
上
に
も
死
恥
を
さ
ら
す
こ
と
を
恐
れ
、
そ
れ
が
避
け
ら
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
運
び
出
さ
れ
る
死
体
を
見
よ
う
と
し
て
集
っ
今
昔
物
語
集
の
「
績
」
　
（
山
口
）
た
多
数
の
人
々
は
、
無
惨
な
頓
死
者
を
「
見
る
に
耐
え
な
い
」
気
持
で
見
る
筈
の
と
こ
ろ
実
資
の
機
智
に
よ
り
肩
す
か
し
を
く
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
四
例
の
「
見
練
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
の
共
通
項
を
あ
げ
れ
ば
、
死
な
ど
の
極
限
的
な
状
況
の
中
に
多
数
の
人
々
が
そ
れ
を
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
四
例
中
、
②
③
④
の
三
例
ま
で
が
生
死
に
か
か
わ
る
場
面
で
あ
り
、
残
る
一
例
①
は
子
が
母
を
責
め
る
と
い
う
信
じ
難
い
不
孝
の
場
面
で
、
か
つ
主
人
公
は
そ
の
現
前
に
よ
っ
て
死
を
得
て
い
る
。
そ
の
場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
見
練
」
に
共
通
す
る
意
義
の
要
素
と
し
て
は
、
見
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
る
人
々
の
「
見
る
に
見
か
ね
る
」
憂
慮
の
気
持
で
あ
ろ
う
。
　
以
上
、
　
「
見
練
」
に
み
た
如
く
、
文
脈
の
中
で
一
見
全
く
相
反
す
る
用
法
の
如
く
み
な
さ
れ
る
場
合
で
も
、
一
つ
の
語
に
は
何
ら
か
の
共
通
の
意
義
の
要
素
を
見
出
し
得
る
筈
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
　
「
練
」
の
用
例
の
大
半
を
占
め
た
複
合
動
詞
第
二
項
の
「
練
」
が
「
民
望
」
に
み
た
如
く
「
～
し
か
ね
る
」
意
で
解
し
得
る
か
と
い
う
と
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
や
や
無
理
の
よ
う
で
あ
る
。
　
例
え
ば
、
⑤
仲
珪
が
父
、
資
陽
中
帯
シ
テ
身
二
病
ヲ
受
タ
リ
。
子
ノ
中
黒
、
帯
ヲ
不
解
　
ズ
シ
テ
父
ノ
所
二
行
テ
、
懇
此
レ
ヲ
養
ヒ
練
フ
。
（
七
1
2
7
、
5
6
ぺ
2
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
⑥
十
五
、
六
歳
ニ
モ
成
ケ
レ
バ
右
近
小
将
□
∠
U
下
弓
ケ
ル
人
ノ
、
年
若
　
ク
形
チ
美
麗
二
心
へ
可
咲
カ
リ
ケ
ル
ヲ
聾
二
取
テ
傅
糠
ケ
ル
事
無
限
シ
。
　
（
三
〇
一
6
、
㎜
ぺ
1
7
行
）
　
な
ど
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
養
い
か
ね
る
」
　
「
傅
き
か
ね
る
」
意
で
は
あ
り
得
ず
、
　
「
懇
」
　
「
無
限
シ
」
な
ど
の
語
か
ら
も
、
む
し
ろ
き
わ
だ
っ
て
「
養
い
つ
く
す
」
　
「
傅
き
つ
く
す
」
の
意
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
「
練
」
は
「
養
」
　
「
傅
」
と
同
義
も
し
く
は
類
義
の
よ
う
に
も
受
け
と
ら
れ
、
「
誠
心
誠
意
、
真
心
を
つ
く
し
て
」
、
　
「
養
」
　
「
傅
」
の
行
為
に
あ
た
っ
一
七
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
八
号
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
事
例
で
あ
る
。
　
そ
う
し
て
み
る
と
、
　
「
練
」
全
体
に
共
通
す
る
意
義
の
要
素
が
果
し
て
見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　三（
　
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
六
五
例
を
文
脈
に
従
っ
て
そ
の
語
義
・
用
法
を
判
断
し
て
分
類
し
て
み
る
と
、
次
の
第
一
表
の
如
く
整
理
で
き
よ
う
。
　
用
例
の
一
々
の
説
明
は
紙
幅
の
都
合
上
省
略
す
る
が
分
類
の
実
際
に
つ
い
て
は
、
日
本
古
典
大
系
本
の
所
在
ペ
ー
ジ
数
・
行
数
を
も
っ
て
、
末
尾
に
補
記
す
る
こ
と
に
よ
り
示
し
た
い
。
動一佛
朗酬q劇di
整
え
る
・
処
理
す
る
・
と
り
は
か
ら
う
世
話
す
る
・
看
病
す
る
・
養
育
す
る
噂
す
る
・
取
り
沙
汰
す
る
も
て
あ
ま
す
困
惑
す
る
・
処
置
に
窮
す
る
・
～
し
か
ね
る
・
～
し
あ
ぐ
ね
る
詞
鯛魂
ヒ練
気Ψ緬
動
詞
独単
複
合
フ糠
一－｝
T
2
＝
8 塾コ　
ヒ
シ
　
梓
ヒ
キ
メ
ヒ
回
書
∫
」
見
働
非
才
丞
巾
2
「
－
一
－
6
一－一
U
－
｝
1414
一5一
|
亘
24
｝4「
－
㎜
2
7
2
－
亙
－
笠
－
「
4
一
2
一
－
一
－
｝
－
一
2
厘τ
L
43
62
65
一
八
　
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
単
独
動
詞
「
練
」
に
は
い
ろ
い
ろ
な
語
義
・
用
法
が
あ
る
が
、
複
合
動
詞
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
語
義
・
用
法
と
上
接
第
一
項
動
詞
と
の
間
に
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
を
看
取
で
き
る
。
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
①
回
整
え
る
・
処
理
す
る
・
と
り
は
か
ら
う
、
の
用
法
（
こ
れ
が
現
代
の
「
扱
う
」
に
も
つ
と
も
近
い
語
義
と
思
わ
れ
る
。
）
の
場
合
、
複
合
動
詞
を
作
る
こ
と
が
な
い
。
②
一
つ
の
複
合
動
詞
は
一
種
類
の
語
義
・
用
法
し
か
持
た
な
い
。
例
え
ば
「
思
」
と
複
合
す
る
「
民
国
」
は
計
一
八
例
に
も
及
ぶ
が
団
困
惑
す
る
・
処
置
に
窮
す
る
・
も
て
あ
ま
す
、
の
用
法
に
限
定
さ
れ
、
二
用
法
に
ま
た
が
る
こ
と
が
な
い
。
③
同
義
語
・
類
義
語
を
整
理
し
て
目
立
つ
と
こ
ろ
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
な
関
係
が
み
ら
れ
る
。
　
△
云
糠
・
申
練
一
回
訓
す
る
・
取
り
沙
汰
す
る
。
　
△
養
練
・
傅
練
一
㈲
世
話
す
る
・
看
病
す
る
・
養
育
す
る
。
　
△
思
糠
　
　
　
　
圃
困
惑
す
る
・
処
置
に
窮
す
る
・
も
て
あ
ま
す
。
　
第
③
点
を
更
に
考
え
て
み
る
と
、
右
の
複
合
動
詞
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
同
義
・
類
義
的
な
語
を
重
ね
て
作
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
上
接
第
一
項
動
詞
の
中
に
す
で
に
存
す
る
意
味
・
用
法
を
「
練
」
は
、
同
義
語
反
復
的
に
強
あ
て
い
る
と
で
も
い
い
得
る
だ
ろ
う
。
　
コ
云
」
　
「
申
」
に
は
場
面
に
よ
っ
て
は
「
噂
す
る
」
　
「
取
り
沙
汰
す
る
」
の
意
味
が
含
ま
れ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
の
用
例
を
み
る
と
「
糠
」
単
独
で
も
そ
の
意
味
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
「
云
」
　
「
申
」
と
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
更
に
そ
の
意
味
を
強
め
て
い
る
か
に
う
か
が
え
る
。
　
然
る
に
先
に
日
に
お
い
て
考
察
し
た
「
見
糠
」
の
場
合
の
如
く
「
～
し
か
ね
る
」
の
意
の
補
助
動
詞
的
な
「
練
」
は
右
の
説
明
に
合
致
し
な
い
。
こ
の
用
法
は
上
梓
語
が
「
見
」
の
他
は
「
求
」
　
「
巾
」
の
場
合
に
し
か
み
ら
れ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
い
が
、
例
え
ば
「
見
」
に
は
、
　
「
面
倒
を
み
る
」
　
「
病
気
を
み
と
る
」
と
い
っ
た
第
一
表
の
㈲
に
あ
た
る
語
義
・
用
法
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
見
糠
」
四
例
は
い
ず
れ
も
「
見
」
の
そ
の
用
法
を
同
義
反
復
的
に
重
ね
た
も
の
で
は
な
い
。
前
述
の
如
く
い
ず
れ
も
「
見
る
に
見
か
ね
て
」
　
「
見
て
い
ら
れ
な
く
て
」
と
い
う
表
現
、
い
わ
ば
、
上
接
動
詞
「
見
」
を
部
分
的
に
否
定
し
た
用
法
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
例
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
又
、
　
「
巾
練
」
は
、
汚
な
い
も
の
が
衣
類
（
二
八
i
5
、
6
6
ぺ
1
0
行
）
も
し
く
は
身
体
（
二
八
i
3
4
、
10
ﾘ
6
行
）
に
か
か
っ
て
拭
い
さ
れ
ず
に
あ
わ
て
る
描
写
で
あ
り
、
　
「
簡
古
」
ユ
（
二
七
1
6
2
、
鵬
ぺ
8
行
）
は
四
方
に
手
を
つ
く
し
て
も
居
な
く
な
っ
た
牛
を
探
し
出
し
か
ね
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
～
し
か
ね
る
」
と
い
う
状
態
の
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
は
同
義
語
・
類
義
語
の
反
復
に
よ
る
強
調
的
な
複
合
動
詞
と
は
説
明
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
第
一
表
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
同
～
㈹
（
複
合
動
詞
的
な
回
は
今
除
外
し
て
考
え
る
）
の
「
練
」
の
語
義
に
共
通
し
て
い
る
意
味
は
な
い
も
の
か
、
各
語
義
・
用
法
の
相
互
の
関
係
を
考
え
て
み
る
と
、
　
「
練
」
の
す
べ
て
の
用
法
に
は
「
あ
る
外
的
な
事
態
に
対
し
何
ら
か
の
形
で
か
か
わ
る
。
」
と
い
う
点
で
共
通
項
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
景
も
・
て
あ
れ
こ
れ
と
そ
の
事
態
に
か
か
わ
る
。
一
　
　
●
回
一
口
で
も
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
そ
の
事
態
に
か
か
わ
る
。
　
　
　
団
－
心
で
も
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
そ
の
事
態
に
か
か
わ
る
。
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
す
れ
ば
㈹
の
展
開
と
し
て
、
そ
の
事
態
に
、
か
　
　
　
　
　
・
気
持
で
も
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
か
か
わ
り
な
が
ら
も
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
場
面
で
あ
れ
ば
、
処
置
に
苦
し
み
、
事
態
を
も
て
あ
ま
し
た
挙
句
、
　
「
～
し
か
ね
る
」
と
い
う
回
の
補
助
動
詞
的
な
用
法
は
、
自
然
に
内
包
さ
れ
て
こ
よ
う
。
今
昔
物
語
集
の
「
糠
」
　
（
山
口
）
　
「
見
練
」
　
「
巾
練
」
　
「
求
練
」
な
ど
に
み
た
補
助
動
詞
的
な
用
法
は
、
㈹
の
内
部
に
内
包
さ
れ
て
い
た
も
の
が
発
顕
し
た
と
い
う
形
で
展
開
・
派
生
し
た
も
の
な
の
で
あ
り
、
旧
訓
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
が
存
し
た
の
も
、
　
「
～
わ
づ
ら
う
」
と
の
用
法
的
な
接
触
も
、
こ
こ
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
「
手
」
や
「
口
」
で
も
っ
て
外
的
な
事
態
と
か
か
わ
る
と
い
う
回
避
回
の
「
練
」
は
、
き
わ
め
て
具
体
的
・
現
実
的
な
行
為
で
あ
る
。
然
る
に
「
心
」
で
か
か
わ
る
と
い
う
圃
（
同
に
内
包
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
回
も
含
め
て
）
は
、
内
的
な
思
惟
・
心
情
の
世
界
で
あ
り
、
精
神
の
行
為
で
あ
る
。
普
通
に
「
扱
」
字
を
あ
て
る
現
代
語
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
に
も
精
神
的
な
趣
き
は
な
い
。
こ
の
団
も
し
く
は
回
の
用
法
は
、
平
冠
の
用
法
、
ひ
い
て
は
現
代
語
に
ま
で
続
く
回
の
用
法
な
ど
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
を
持
っ
て
一
体
ど
こ
か
ら
生
じ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　四（
　
右
の
問
題
の
解
決
に
先
だ
っ
て
「
練
」
の
旧
訓
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
き
た
い
。
　
「
思
練
」
に
関
し
て
「
思
煩
」
と
位
相
の
差
が
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
4
）
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
既
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
り
、
「
思
い
悩
む
」
　
「
思
い
苦
し
む
」
の
語
義
を
も
つ
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
と
の
関
係
を
み
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
　
確
か
に
「
思
練
」
　
「
思
煩
」
の
巻
毎
の
分
布
を
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
一
天
影
回
日
二
覇
業
董
覇
世
童
計
思
練
一
2
0
1
思
煩
一
6
2
5
15
18
4
17
一
九
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
八
号
　
「
思
煩
」
が
一
応
全
巻
に
わ
た
っ
て
平
均
的
に
出
現
す
る
の
に
対
し
「
思
練
」
は
本
朝
世
俗
に
偏
っ
て
い
る
と
は
い
え
る
。
今
こ
れ
が
位
相
に
因
す
る
か
否
か
は
直
接
問
わ
ぬ
こ
と
と
し
、
語
義
・
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
・
つ
。
　
た
し
か
に
「
思
煩
」
の
場
合
、
　
「
思
練
」
と
ほ
ぼ
同
義
と
い
っ
て
よ
い
か
の
如
く
で
あ
る
。
又
、
　
・
女
、
僧
ノ
遅
ク
来
ヲ
待
チ
煩
ヒ
テ
（
一
四
一
3
、
7
8
ぺ
4
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
…
…
ト
思
テ
待
ツ
ニ
久
ク
不
見
エ
ズ
。
然
レ
バ
虚
聞
テ
（
一
六
一
－
o
、
妬
　
　
ぺ
3
行
）
の
如
き
「
煩
」
は
、
明
ら
か
に
「
待
ち
か
ね
て
」
の
意
で
あ
っ
て
先
に
回
に
分
類
し
た
「
求
練
」
　
「
巾
練
」
の
用
法
と
同
じ
で
あ
る
。
　
次
に
前
掲
第
一
表
の
回
項
に
相
当
す
る
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
云
」
　
「
申
」
に
「
煩
」
　
「
練
」
が
複
合
す
る
場
合
を
比
較
し
て
み
る
。
前
述
の
如
く
「
云
練
」
　
「
申
練
」
の
場
合
、
　
「
噂
す
る
」
　
「
取
り
沙
汰
す
る
」
の
意
と
な
り
「
云
（
申
）
」
と
の
複
合
は
同
義
語
反
病
的
で
あ
っ
た
。
　
「
煩
」
の
場
合
は
、
　
・
事
二
触
レ
テ
法
花
ノ
法
蓮
ヲ
云
ヒ
童
心
ス
ト
云
ヘ
ド
モ
（
＝
ニ
ー
4
0
、
韻
　
　
ぺ
1
1
行
）
　
・
…
…
ト
責
サ
セ
給
ヘ
バ
、
頼
光
辞
ビ
申
シ
煩
テ
（
二
五
i
6
、
8
1
ぺ
1
7
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
の
如
く
「
言
い
な
や
ま
せ
る
」
　
「
ご
辞
退
申
し
か
ね
る
」
の
意
で
あ
っ
て
前
掲
の
「
待
煩
」
な
ど
と
同
じ
く
「
～
し
か
ね
る
」
　
「
～
し
な
や
む
」
の
意
で
あ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
　
単
独
の
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
煩
」
は
お
お
む
ね
病
気
な
ど
に
つ
い
て
の
「
患
」
の
意
で
あ
り
、
本
稿
に
は
直
接
関
係
が
な
い
の
で
触
れ
な
い
。　
以
上
、
　
「
煩
」
が
「
練
」
と
語
義
・
用
法
上
近
い
の
は
「
練
」
の
場
合
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
第
一
表
に
い
う
側
、
お
よ
び
囹
の
場
合
の
み
で
あ
っ
て
、
團
働
回
の
語
義
・
用
法
は
「
煩
」
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
実
は
、
一
方
で
は
「
練
」
の
旧
訓
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
を
否
定
し
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
を
支
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
の
一
つ
と
も
な
ろ
う
。
　
「
煩
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
練
」
の
用
法
の
あ
る
部
分
、
本
稿
に
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
樹
、
回
の
用
法
、
す
な
わ
ち
「
心
」
を
も
っ
て
あ
る
事
態
に
対
応
す
る
こ
と
を
示
す
用
法
の
み
が
、
同
義
的
な
用
法
と
し
て
接
触
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
　
「
練
」
の
全
体
的
な
語
義
・
用
法
と
の
か
か
わ
り
、
又
は
、
　
「
練
」
の
同
、
回
用
法
の
発
生
の
要
因
、
も
し
く
は
位
相
の
対
立
な
ど
の
根
の
深
い
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
「
練
」
の
圃
、
回
用
法
の
出
自
は
他
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
如
く
で
あ
る
。
　五（
　
「
練
」
　
（
ア
ツ
カ
フ
）
の
側
、
回
用
法
、
す
な
わ
ち
精
神
的
な
行
動
を
示
す
語
義
の
要
因
は
ど
こ
か
ら
生
じ
て
い
る
の
か
。
結
論
か
ら
先
に
い
え
ば
、
私
は
、
そ
れ
を
、
上
代
に
の
み
み
ら
れ
る
自
動
詞
「
ア
ッ
カ
フ
」
に
求
あ
た
い
◎
　
上
代
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
い
う
自
動
詞
が
あ
り
、
　
「
熱
に
悶
え
苦
し
む
」
意
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
上
代
の
こ
と
と
て
表
記
法
の
制
限
上
明
瞭
な
和
訓
は
な
か
な
か
求
め
が
た
い
が
、
新
撰
字
消
に
次
の
記
載
が
み
ら
れ
る
。
　
「
隅
　
於
月
反
　
傷
熱
低
　
阿
豆
加
布
」
　
（
傍
線
筆
者
）
　
万
葉
集
・
日
本
霊
異
記
に
は
、
普
通
訓
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
従
え
ば
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
語
は
み
ら
れ
な
い
が
、
日
本
書
紀
に
は
次
の
四
例
が
見
出
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
ω
伊
突
再
尊
、
且
レ
生
火
神
輌
遇
突
智
之
時
、
悶
熱
懊
憶
。
前
壷
レ
吐
。
膨
化
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
爲
神
。
名
日
金
山
彦
。
　
　
　
一
　
　
　
　
　
二
　
　
　
一
　
　
（
神
代
塁
上
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
9
ー
ペ
傍
線
、
波
線
、
筆
者
。
以
下
同
じ
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
う
②
堅
人
レ
床
涕
泣
、
椀
痛
不
レ
能
自
勝
。
（
継
体
紀
3
1
ぺ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
一
㈹
於
是
、
大
河
内
直
味
張
、
恐
畏
求
悔
、
伏
レ
地
汗
流
。
　
（
安
閑
紀
5
3
ぺ
）
㈲
皇
太
子
妃
蘇
我
造
酒
、
零
雨
大
臣
、
爲
レ
塩
所
ワ
斬
、
傷
レ
心
痛
椀
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孝
徳
紀
3
1
ぺ
）
　
こ
れ
ら
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
　
（
文
中
傍
線
部
）
は
、
ω
「
悶
熱
」
の
如
く
文
字
ど
お
り
の
「
熱
に
悶
え
苦
し
む
」
こ
と
か
ら
、
②
「
椀
痛
」
、
⑧
「
南
流
」
、
㈲
「
痛
椀
」
と
、
用
字
か
ら
み
て
も
身
を
切
ら
れ
る
よ
う
な
「
痛
み
」
、
「
汗
が
流
れ
る
ほ
ど
の
身
体
的
苦
痛
を
伴
な
う
、
又
は
そ
れ
に
も
喩
え
ら
れ
る
苦
し
み
」
と
い
う
よ
う
な
、
直
接
又
は
間
接
的
比
喩
と
し
て
、
身
体
的
苦
痛
を
い
う
自
動
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
文
中
波
線
を
施
し
た
ω
「
懊
憐
」
、
②
「
不
能
自
勝
」
、
個
「
恐
畏
求
悔
」
、
㈲
「
傷
心
」
の
如
く
、
一
方
に
そ
う
い
う
状
態
に
対
す
る
精
神
的
な
苦
痛
を
表
現
す
る
語
句
を
併
存
す
る
。
身
体
的
苦
痛
は
、
あ
わ
せ
て
そ
う
い
う
状
態
に
対
す
る
心
の
苦
悶
・
心
痛
を
伴
な
う
も
の
で
あ
る
。
　
上
代
に
お
い
て
管
見
に
よ
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
用
例
は
僅
か
数
例
の
み
で
あ
る
が
、
　
「
肉
体
的
苦
痛
」
　
（
熱
に
苦
し
む
）
、
も
し
く
は
比
喩
と
し
て
そ
れ
に
も
匹
敵
す
る
「
精
神
的
苦
痛
」
　
（
苦
し
み
悩
む
）
を
あ
ら
わ
す
自
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
自
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
語
源
は
「
ア
ツ
（
熱
）
」
が
考
え
ら
れ
て
い
る
が
お
そ
ら
く
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
形
容
詞
「
ア
ツ
シ
の
語
幹
「
ア
ツ
」
に
」
、
動
詞
性
の
語
尾
「
ク
」
、
更
に
い
わ
ゆ
る
継
続
の
「
フ
」
が
加
わ
り
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
熱
病
」
か
ら
発
し
て
同
様
な
病
悩
や
ひ
い
て
は
心
労
苦
悩
を
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
い
う
よ
う
に
展
開
し
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
　
（
山
ロ
）
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
と
こ
ろ
で
こ
の
自
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
そ
の
後
文
献
に
姿
を
見
な
い
。
平
安
期
に
入
っ
て
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
初
出
例
は
、
円
融
・
花
山
両
朝
頃
の
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
が
推
定
さ
れ
て
い
る
宇
津
保
物
語
に
み
る
が
、
目
的
格
（
を
表
示
）
を
伴
な
う
明
ら
か
な
他
動
詞
例
で
あ
る
。
以
降
、
十
一
世
紀
に
入
る
と
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
を
中
心
に
集
中
的
に
あ
ら
わ
れ
る
が
い
ず
れ
も
他
動
詞
用
例
で
あ
っ
て
、
昌
住
が
八
九
八
年
、
新
撰
字
鏡
に
採
録
し
た
「
喝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
傷
熱
気
　
阿
豆
加
布
」
に
該
当
す
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
そ
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
本
稿
に
扱
う
「
練
」
も
又
す
べ
て
他
動
詞
で
あ
る
。
　
上
代
の
自
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
、
平
安
中
期
の
物
語
類
や
今
昔
物
語
集
な
ど
に
み
る
他
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
同
語
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
「
熱
に
苦
し
む
」
と
い
う
自
動
詞
の
用
法
を
高
な
っ
て
、
中
古
に
入
る
時
期
、
他
動
詞
専
用
の
語
と
し
て
い
わ
ば
変
身
を
と
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
　
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
う
ど
問
題
の
時
期
の
文
献
資
料
に
用
例
を
み
な
い
の
で
あ
る
か
ら
何
と
も
断
定
の
下
し
よ
う
が
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
か
か
る
変
遷
が
起
り
得
た
蓋
然
性
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
中
古
・
中
世
の
他
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
用
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
得
よ
・
つ
。
　
以
下
は
、
か
か
る
目
的
に
よ
る
中
古
以
降
の
他
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
用
法
の
考
察
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
用
例
の
分
布
状
態
を
み
よ
う
。
　
第
二
表
に
み
る
と
お
り
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
用
例
分
布
は
か
な
り
偏
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
時
代
的
に
も
平
安
中
期
、
宇
津
保
物
語
以
降
、
今
昔
物
語
集
ぐ
ら
い
ま
で
で
そ
の
後
の
用
例
は
極
端
に
減
少
し
て
い
る
。
又
ジ
ャ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
5
＞
ル
に
も
偏
り
が
あ
り
、
古
今
集
以
下
の
和
歌
集
に
は
殆
ん
ど
例
が
な
く
、
土
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
却二礫
長
崎
大
学
士
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
八
号
あ
っ
か
は
し
あ
っ
か
は
し
げ
な
り
あ
っ
か
ひ
あ
っ
か
ひ
ぐ
さ
詞動
単
独
複
合
計
二
二
語物取竹
即今古
語
記
語
語
記
語
物
日
物
物
日
弓
勢
佐
和
窪
蛉
丁
丁
　
土
大
落
蜻
宇
子草枕
語
　
覚
　
三
物
寝
納
　
　
　
中
氏
の
松
源
　
夜
　
浜
驚渤
古
今
　
新
記
抄
丈
名
方
無
語
　
語
集
集
轡
難
宇
平
　
古
　
丁
丁
　
三
三
　
経
徒
　
義
噌
⊥
　
　
　
望
■
　
　
　
P
O
1
1
1
22
7
　
　
　
弓
⊥
　
　
　
9
ω
3
1
1
32
@
1
2
　
1
0
　
2
0
1
1
9
臼
　
　
ら
0
63
@
1
4
　
1
9
　
4
2
0
0
　
　
｛
⊥
　
　
　
－
4
　
5
　
2
5
　
　
　
1
33
@
3
1
　
6
5
1
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
1
1
（
空
欄
は
用
例
の
な
い
こ
と
を
示
す
）
佐
日
記
以
下
の
仮
名
日
記
文
学
に
も
用
例
を
み
な
い
。
　
用
例
数
の
多
い
源
氏
物
語
を
中
心
に
今
昔
物
語
集
以
前
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
語
義
・
用
法
を
検
討
し
、
先
に
み
た
今
昔
物
語
集
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、
そ
こ
に
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
変
遷
の
動
向
を
う
か
が
い
み
得
る
か
否
か
を
考
察
し
よ
う
。
　
（
1
）
単
独
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
場
合
　
今
昔
物
語
集
で
み
た
四
つ
の
語
義
・
用
法
㈲
整
え
る
・
処
理
す
る
・
と
り
は
か
ら
う
㈲
世
話
す
る
・
看
病
す
る
・
養
育
す
る
回
噂
す
る
・
取
り
沙
汰
す
る
㈹
困
惑
す
る
・
処
置
に
苦
し
む
・
思
い
悩
む
は
、
い
ず
れ
も
源
氏
物
語
を
中
心
と
す
る
平
安
和
文
類
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
若
干
用
例
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
同
比
す
所
の
四
十
九
日
の
わ
　
ざ
な
ど
、
大
和
の
守
な
に
　
が
し
の
朝
臣
ひ
と
り
あ
っ
　
か
ひ
侍
る
、
い
と
あ
は
れ
　
な
る
わ
ざ
な
り
や
　
　
　
　
　
（
源
氏
、
夕
霧
）
働
う
ち
は
へ
、
か
く
あ
っ
か
　
ふ
程
に
四
五
日
も
過
ぎ
ぬ
　
　
　
　
　
（
源
氏
、
手
習
）
回
人
々
も
思
ひ
の
ほ
か
な
る
　
事
か
な
と
あ
っ
か
ふ
め
る
　
を
（
源
氏
、
紅
葉
賀
）
ノ
同
多
く
取
ら
む
と
さ
わ
ぐ
者
は
な
か
な
か
う
ち
こ
ぼ
し
あ
っ
か
ふ
ほ
ど
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
枕
一
四
二
）
　
以
上
、
各
語
義
・
用
法
に
一
例
ず
つ
用
例
を
ひ
ろ
っ
て
み
た
が
、
単
独
の
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
に
は
、
今
昔
物
語
集
に
み
た
様
相
と
大
き
な
相
違
は
み
ら
れ
な
い
。
同
～
団
の
ど
の
用
法
が
多
い
か
と
い
う
用
法
の
数
値
上
の
分
類
は
、
作
品
内
容
な
ど
の
差
異
を
考
え
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
無
意
味
で
も
あ
ろ
う
が
、
傾
向
と
し
て
は
手
や
口
よ
り
も
、
唐
心
に
か
か
わ
る
用
例
が
多
い
と
い
え
る
。
　
（
丑
）
複
合
動
詞
の
場
合
　
複
合
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
場
合
、
中
古
物
語
類
に
み
る
用
例
の
語
義
・
用
法
は
必
ら
ず
し
も
今
昔
物
語
集
の
場
合
と
一
致
し
な
い
。
　
・
常
陸
の
宮
の
君
は
、
父
親
王
う
せ
給
ひ
し
名
残
に
、
又
思
ひ
あ
っ
か
ふ
　
　
人
も
な
き
身
に
て
、
い
み
じ
う
心
細
げ
な
り
し
を
（
源
民
、
蓬
生
）
　
こ
の
例
は
、
心
に
か
け
て
世
話
を
す
る
、
す
な
わ
ち
、
　
「
思
ひ
」
か
つ
「
世
話
を
す
る
」
と
い
う
形
の
複
合
語
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
「
思
ピ
ア
ツ
カ
フ
」
計
一
五
例
（
敬
語
の
形
の
計
七
例
を
含
め
て
、
全
二
二
例
と
し
て
も
）
を
検
討
す
る
に
、
今
昔
物
語
集
の
場
合
の
如
く
「
思
ピ
ア
ツ
カ
フ
」
が
「
困
惑
す
る
」
　
「
処
置
に
窮
す
る
「
思
い
悩
む
」
の
如
き
「
思
ヒ
ワ
ヅ
ラ
フ
」
と
同
義
的
な
語
義
・
用
法
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
一
例
の
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
。
故
宮
の
御
事
聞
き
た
る
な
め
り
と
思
ふ
に
、
い
と
ど
、
い
か
で
人
と
ひ
　
　
と
し
く
と
の
み
思
ひ
あ
っ
か
は
る
。
　
（
源
氏
、
東
屋
）
　
す
な
わ
ち
、
源
氏
物
語
で
い
え
ば
「
思
ピ
ア
ツ
カ
フ
」
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
、
　
「
思
」
と
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
團
働
回
の
語
義
・
用
法
と
の
複
合
で
あ
っ
て
、
複
合
語
の
下
接
第
二
項
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
単
独
動
詞
と
し
て
の
性
格
が
い
ち
ぢ
る
し
く
強
い
。
　
今
昔
物
語
集
で
は
、
ひ
と
し
く
「
見
か
ね
る
」
　
「
見
て
困
惑
す
る
」
の
意
で
異
常
な
事
態
に
対
す
る
人
々
の
憂
慮
の
気
持
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
「
見
ア
ツ
カ
フ
」
も
、
源
氏
物
語
に
お
い
て
は
、
「
見
て
世
話
を
す
る
」
「
看
病
す
る
」
の
意
で
あ
っ
て
決
し
て
「
見
ワ
ヅ
ラ
フ
」
と
類
義
に
は
な
り
得
な
い
。
　
・
月
頃
は
い
ろ
く
の
病
者
を
見
あ
っ
か
ひ
、
心
の
い
と
ま
な
き
程
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
、
若
菜
下
）
　
・
人
の
上
に
な
し
て
ば
、
心
の
至
ら
ん
限
り
、
思
ひ
後
見
て
ん
、
み
つ
か
　
　
ら
の
上
の
も
て
な
し
は
、
又
、
誰
か
は
、
見
あ
っ
か
は
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
源
氏
、
総
角
）
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
　
（
山
口
）
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
も
一
応
考
え
て
み
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
に
、
　
「
見
」
に
本
来
、
　
「
め
ん
ど
う
を
み
る
」
　
「
み
と
る
」
な
ど
の
語
義
・
用
法
が
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
そ
の
意
義
を
類
義
語
反
復
的
に
重
ね
て
複
合
動
詞
と
し
た
「
見
ア
ツ
カ
フ
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
　
「
思
ピ
ア
ツ
カ
フ
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
　
「
見
」
か
つ
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
で
あ
っ
て
、
「
見
」
と
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
関
係
は
対
等
的
で
あ
り
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
単
独
動
詞
性
は
強
い
と
い
え
る
。
　
源
氏
物
語
に
み
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
あ
ら
わ
れ
方
を
分
類
し
て
み
る
と
次
の
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
み
る
と
お
り
、
源
氏
物
語
に
お
け
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
、
今
昔
物
語
集
の
そ
れ
に
比
し
て
、
用
法
が
自
在
で
あ
る
と
い
え
る
。
形
容
詞
形
と
そ
の
名
詞
法
、
名
詞
形
と
そ
の
複
合
名
詞
形
、
と
動
詞
以
外
の
形
で
も
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る
う
え
、
動
詞
の
場
合
も
複
合
動
詞
形
の
第
一
項
に
も
第
二
項
に
も
自
由
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
勿
論
、
今
昔
物
語
集
の
場
合
と
同
じ
く
第
二
項
に
な
る
傾
向
は
強
い
が
、
な
お
源
氏
物
語
に
お
い
て
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
自
由
で
単
独
動
詞
性
の
強
い
用
法
を
持
っ
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。
　
今
昔
物
語
集
と
共
通
す
る
複
合
動
詞
第
二
項
の
場
合
を
更
に
整
理
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
思
ふ
系
（
思
ふ
・
思
ひ
給
ふ
・
お
ぼ
す
）
　
　
　
　
　
2
2
例
　
見
る
系
（
見
る
・
見
奉
る
・
見
給
ふ
）
　
　
　
　
　
　
1
5
例
　
言
ふ
系
（
言
ふ
・
聞
こ
ゆ
・
も
ど
く
・
う
ち
さ
さ
め
く
）
5
例
こ
の
三
系
で
用
例
の
大
半
を
占
め
、
そ
の
他
に
は
「
も
て
あ
っ
か
ふ
」
八
例
が
め
だ
つ
ぐ
ら
い
で
、
第
一
項
動
詞
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
、
今
昔
物
語
集
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
傾
向
と
し
て
源
氏
物
語
の
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
と
は
同
一
線
上
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
源
氏
物
語
に
お
い
て
用
法
が
自
由
で
広
く
、
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
比
較
的
狭
二
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32ふかつあ
－
⊥
　
　
ー
ム
　
　
一
↓
　
　
－
↓
　
　
－
↓
　
　
噌
⊥
　
　
　
－
る
　
　
・
つ
観
な
ひ
　
ご
鱒
お
あ
ふ
　
ぐ
　
る
　
む
　
す
も
　
は
お
　
さ
　
し
　
そ
　
な
15ひ思
へ給ひ思
し
　
び
　
え
　
き
ぼ
こ
　
ど
お
言
聞
も
きめささちや
つ
り
　
へ
　
て
　
き
　
き
奉
給
だ
見
見
見
も
聞
　
い
み
　
ひ
“
ら
っ
ぶ
y
つ
　
　
と
5
　
　
　
噌
⊥
しはかつあ
さしはかつあ
5
9
2
1
2
1
1
1
ひかつあ
ひかつあ御
沿力つあ丁子
高力つあ高古
ひかつあ物
心カつあ物御
沿力つあ殿御
心カつあ孫御
9
臼
　
　
－
さぐひかつあ
儲泌伽
征
く
限
定
さ
れ
て
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
複
合
動
詞
第
二
項
と
な
る
場
合
の
第
一
項
動
詞
は
両
者
と
も
に
限
定
は
あ
る
が
、
な
お
源
氏
物
語
に
お
い
て
、
よ
り
自
由
で
あ
る
し
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
第
一
項
動
詞
と
し
て
複
合
動
詞
を
作
っ
て
い
る
例
も
源
氏
物
語
に
は
七
例
を
数
え
る
。
今
昔
物
語
集
に
も
一
例
だ
け
複
合
動
詞
第
一
項
と
な
っ
て
い
る
「
練
」
が
あ
っ
た
。
　
・
多
ノ
糸
ヲ
練
居
タ
リ
。
（
二
六
1
1
1
、
4
6
ぺ
8
行
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
こ
の
「
練
」
は
「
イ
ト
ヨ
ル
」
と
訓
む
も
可
、
と
日
本
古
典
文
学
大
系
に
注
記
さ
れ
て
も
居
る
し
、
確
か
に
そ
れ
は
類
聚
名
義
抄
に
み
る
「
練
」
の
訓
で
も
あ
る
が
、
こ
の
用
例
は
、
同
一
説
話
の
し
か
も
ほ
ん
の
二
行
前
に
「
然
テ
此
ノ
糸
ハ
細
メ
可
遣
方
充
ク
シ
テ
糠
フ
程
一
こ
　
（
二
六
1
1
1
、
鰯
ぺ
6
行
）
と
い
う
用
例
が
あ
り
、
後
の
場
合
に
は
「
イ
ト
ヨ
ル
」
と
訓
じ
る
可
能
性
は
な
い
の
で
、
前
例
も
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
訓
じ
「
困
惑
す
る
」
　
「
も
て
あ
ま
す
」
の
意
と
解
す
べ
き
か
と
思
う
。
下
接
動
詞
が
「
居
」
で
存
在
詞
で
あ
る
点
、
他
の
動
詞
と
若
干
意
味
が
違
う
が
、
な
お
複
合
動
詞
第
一
項
に
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
立
ち
得
る
と
い
う
源
氏
物
語
に
み
た
傾
向
が
僅
か
な
が
ら
残
存
し
て
い
る
と
考
え
得
よ
う
。
　
以
上
、
源
氏
物
語
を
中
心
に
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
中
古
用
例
を
検
討
し
た
結
果
、
源
氏
物
語
か
ら
今
昔
物
語
集
ま
で
の
お
よ
そ
一
世
紀
ほ
ど
の
間
に
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
語
義
・
用
法
に
か
な
り
め
だ
つ
変
動
が
あ
り
、
そ
れ
は
同
一
線
上
の
傾
向
と
し
て
言
え
得
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
源
氏
物
語
に
お
い
て
は
単
独
の
動
詞
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、
複
合
動
詞
を
作
る
場
合
、
第
一
項
に
も
第
二
項
に
も
自
由
に
立
ち
得
て
、
同
義
語
類
義
語
の
反
復
に
よ
る
複
合
動
詞
と
な
る
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
今
昔
物
語
集
の
場
合
に
は
、
形
式
的
に
は
複
合
動
詞
の
第
二
項
を
作
る
も
の
と
し
て
固
定
し
か
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
複
合
の
し
か
た
は
、
対
等
の
動
詞
と
い
う
よ
り
も
補
助
動
詞
的
に
上
接
動
詞
に
添
っ
て
、
上
接
動
詞
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
る
状
態
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
又
は
そ
れ
が
困
惑
の
因
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
　
「
～
し
か
ね
る
」
　
「
～
し
あ
ぐ
ね
る
」
と
い
う
語
感
で
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
ら
し
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
文
献
に
み
る
こ
の
ほ
ゴ
一
世
紀
の
間
の
変
遷
の
速
度
は
そ
れ
よ
り
早
い
時
期
、
九
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
に
わ
た
る
期
間
に
あ
る
程
度
の
語
義
・
用
法
の
変
遷
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
す
る
蓋
然
性
が
き
わ
め
て
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
そ
の
変
遷
は
、
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
道
筋
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
　六（
　
今
昔
物
語
集
以
降
、
中
世
・
近
世
そ
し
て
現
代
に
及
ぶ
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
経
過
を
辿
る
と
、
源
氏
物
語
↓
今
昔
物
語
集
の
流
れ
を
そ
の
ま
＼
延
長
し
た
形
で
用
法
の
局
限
・
用
例
の
減
少
と
い
う
図
式
が
み
ら
れ
る
如
く
で
あ
る
。
　
中
世
期
の
用
例
は
、
用
例
数
は
極
端
に
減
少
す
る
が
、
語
義
・
用
法
は
、
中
古
の
そ
れ
を
踏
襲
す
る
如
く
で
あ
る
。
傾
向
と
し
て
変
遷
の
動
向
を
み
れ
ば
、
語
義
で
い
え
ば
、
前
述
㈲
、
現
代
語
に
近
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
、
手
の
動
作
と
し
て
の
用
例
が
増
え
、
用
法
と
し
て
は
、
中
古
に
多
か
っ
た
複
合
動
詞
の
形
の
も
の
が
減
少
す
る
。
室
町
期
の
お
伽
草
子
に
「
手
あ
つ
か
い
」
　
（
文
正
草
子
）
の
語
を
み
る
が
、
　
「
も
て
あ
っ
か
ふ
」
　
「
し
あ
つ
か
ふ
」
　
な
ど
、
複
合
動
詞
の
場
合
も
直
接
、
　
「
手
」
に
か
か
わ
る
動
作
と
し
て
示
さ
れ
る
形
が
多
く
な
る
。
　
近
世
に
は
あ
ら
た
に
「
仲
裁
す
る
」
　
「
仲
介
す
る
」
の
意
が
発
生
し
て
い
る
。
内
容
的
に
中
古
に
お
け
る
㈲
㈲
勧
の
語
義
が
あ
わ
せ
ら
れ
た
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
て
、
派
生
の
過
程
は
㈲
↑
㈲
団
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
・
あ
の
つ
れ
あ
ひ
牢
人
は
ね
だ
り
も
の
な
れ
ば
聞
き
つ
け
来
ぬ
う
ち
に
是
　
　
を
あ
っ
か
へ
（
世
間
胸
算
用
）
　
・
よ
も
や
亭
主
が
扱
は
ぬ
と
申
す
事
は
御
座
る
ま
い
（
鷹
大
名
）
1
三
百
番
　
・
今
は
た
が
ひ
に
無
や
く
の
戦
ひ
也
、
あ
っ
か
は
ん
（
春
雨
物
語
）
日
葡
辞
書
に
は
「
ア
ツ
カ
イ
ヲ
イ
ル
ル
」
　
「
ク
チ
デ
ア
ツ
カ
フ
」
　
「
テ
デ
ア
ツ
カ
フ
」
　
「
ア
シ
デ
ア
ツ
カ
フ
」
の
語
が
あ
げ
て
あ
り
、
中
古
期
の
「
ア
ツ
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
　
（
山
口
）
カ
ブ
」
と
ほ
ゴ
似
通
っ
た
形
の
用
法
が
ま
だ
存
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
複
合
語
の
形
式
は
も
う
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、
わ
ず
か
に
「
も
て
あ
っ
か
ふ
」
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
　
・
さ
ま
ざ
ま
の
御
調
度
も
て
あ
っ
か
ひ
、
琵
琶
・
琴
な
ん
ど
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笈
の
小
文
）
　
現
代
語
ワ
行
五
段
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
ご
く
日
常
的
な
動
詞
で
「
ア
ツ
カ
フ
」
も
し
く
は
「
ト
リ
ア
ツ
カ
フ
」
の
形
で
用
い
ら
れ
る
。
長
崎
地
方
の
方
言
で
は
「
手
で
さ
わ
る
」
意
に
用
い
る
し
、
中
古
期
の
㈲
の
意
味
「
看
病
す
る
」
　
「
扶
養
す
る
」
な
ど
の
意
味
で
用
い
る
地
方
も
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
　
　
　
　
る
。
中
古
に
多
く
み
ら
れ
た
「
思
」
　
「
云
」
　
「
見
」
と
の
複
合
は
全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
　
こ
の
「
心
か
ら
手
へ
」
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
ひ
る
が
え
っ
て
、
今
昔
物
語
集
の
全
六
五
例
の
用
例
を
再
検
討
し
て
み
よ
う
。
團
～
回
に
分
類
し
た
「
手
」
　
「
口
」
で
事
態
と
か
か
り
あ
う
と
い
う
語
義
に
は
「
心
」
の
要
素
は
含
ま
れ
な
い
も
の
な
の
か
。
　
今
、
こ
の
六
五
例
の
「
練
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
に
何
ら
か
の
共
通
性
を
求
め
て
整
理
し
て
み
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
　
・
病
気
も
し
く
は
、
そ
れ
に
類
す
る
身
体
的
異
常
も
し
く
は
危
機
…
3
1
例
　
・
殺
生
・
懲
罰
、
勝
負
、
叛
乱
、
災
害
、
奇
事
な
ど
の
事
件
…
…
…
2
0
例
　
・
困
難
、
心
労
、
希
求
、
欲
求
、
愛
寵
、
な
ど
の
精
神
的
危
機
…
…
1
2
例
　
・
そ
の
他
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
・
…
2
例
　
勿
論
か
か
る
数
値
は
一
応
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
が
今
昔
物
語
集
に
お
い
て
「
練
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
が
大
む
ね
、
何
ら
か
の
意
味
の
局
限
状
況
で
あ
り
、
当
事
者
の
心
労
・
傷
心
・
心
的
苦
痛
を
伴
な
う
場
面
で
あ
る
こ
と
は
看
取
で
き
る
。
早
取
り
沙
汰
、
㈲
世
話
・
看
病
な
ど
は
当
然
な
が
ら
事
態
　
　に
心
を
ま
と
い
つ
か
せ
る
よ
う
な
心
配
り
が
下
敷
に
あ
り
、
同
の
場
合
に
も
二
五
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号
　
　
　
　
主
体
の
心
は
対
象
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
　
以
上
を
全
体
的
な
流
れ
と
し
て
把
え
て
み
る
と
、
中
古
、
團
働
手
で
、
回
口
で
、
㈹
心
で
、
な
ど
何
ら
か
の
手
段
・
方
法
・
形
態
で
事
態
と
か
か
わ
り
を
持
つ
意
味
に
用
い
ら
れ
、
手
、
口
で
事
態
に
か
か
わ
る
時
に
も
そ
こ
に
は
事
態
に
つ
い
て
気
持
を
煩
わ
す
意
味
が
含
ま
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
　
　
　
　
次
第
に
手
を
煩
わ
す
こ
と
の
み
を
指
す
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
傾
向
を
看
取
で
き
る
。
対
象
、
外
的
な
事
態
に
対
し
心
を
煩
わ
す
気
持
を
も
含
み
こ
ん
だ
表
現
i
す
な
わ
ち
自
動
詞
的
な
傾
向
の
強
い
語
か
ら
、
対
象
に
対
し
て
具
体
的
に
働
ら
き
か
け
「
物
を
動
か
す
」
　
「
操
作
す
る
」
　
「
処
理
す
る
」
　
「
さ
わ
る
」
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
を
示
す
明
瞭
な
他
動
詞
へ
の
流
れ
で
あ
る
と
明
ら
か
に
い
え
よ
う
。
　
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
の
語
義
・
用
法
と
し
て
前
に
分
類
し
た
㈱
～
回
の
う
ち
㈹
回
は
き
わ
め
て
自
動
詞
的
な
傾
向
の
強
い
、
事
柄
に
対
応
し
て
の
自
分
の
心
情
に
焦
点
を
あ
て
た
語
義
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
心
痛
は
お
お
む
、
ね
、
異
常
、
非
常
の
極
限
状
態
に
対
す
る
心
痛
・
傷
心
で
あ
る
が
、
そ
う
い
う
苦
痛
を
ひ
き
お
こ
す
事
柄
が
自
分
自
身
の
身
体
的
病
苦
な
ど
で
は
な
く
、
他
の
外
的
な
対
象
で
あ
る
点
、
他
動
詞
と
し
て
機
能
す
る
の
で
あ
る
が
、
な
お
自
動
詞
的
な
要
素
の
強
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
回
回
の
語
義
・
用
法
は
、
上
代
に
み
た
自
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
苦
し
み
の
要
因
を
身
体
的
苦
痛
の
み
な
ら
ず
精
神
的
な
も
の
に
展
げ
て
い
っ
た
結
果
、
そ
れ
が
他
に
も
及
び
、
苦
し
み
の
因
が
他
に
求
め
ら
れ
て
い
っ
て
他
動
詞
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
ま
だ
十
分
に
他
動
詞
に
な
り
き
っ
て
い
な
い
未
熟
な
他
動
詞
、
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
い
わ
ば
脱
皮
の
中
間
に
あ
る
よ
う
な
語
義
・
用
法
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
　
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
過
程
で
苦
痛
・
心
労
の
因
で
あ
る
他
へ
の
心
の
か
か
わ
り
方
か
ら
㈲
看
病
す
る
（
病
人
）
、
養
育
す
る
（
幼
児
）
そ
し
て
一
二
六
般
に
世
話
を
す
る
の
意
が
あ
ら
わ
れ
、
一
方
で
は
、
他
を
案
じ
て
あ
れ
こ
れ
と
取
沙
汰
し
評
定
し
噂
す
る
回
の
意
も
生
じ
、
そ
の
結
果
、
他
の
も
の
事
に
口
を
出
し
、
手
を
出
し
て
仲
裁
す
る
と
い
う
江
戸
期
に
お
け
る
語
義
が
派
生
し
、
心
の
面
・
気
持
の
面
・
精
神
の
面
の
表
現
性
を
失
な
っ
て
い
っ
て
、
現
代
語
の
他
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
発
生
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
過
渡
的
な
時
期
に
お
い
て
今
昔
物
語
集
に
は
「
ア
ツ
カ
フ
」
に
未
だ
自
動
詞
的
な
団
の
意
味
、
そ
れ
が
派
生
し
た
回
の
用
法
が
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
「
ワ
ヅ
ラ
フ
」
は
「
思
い
苦
し
む
」
の
意
を
も
っ
て
上
代
か
ら
安
定
し
て
用
い
ら
れ
、
今
昔
物
語
集
に
み
た
「
練
」
の
同
囹
用
法
は
こ
れ
と
一
時
期
接
触
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
、
い
わ
ば
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
変
身
し
そ
こ
ね
て
い
た
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
、
複
合
動
詞
第
二
項
と
し
て
用
い
ら
れ
る
と
き
、
　
「
～
ワ
ヅ
ラ
フ
」
と
同
様
の
意
義
・
用
法
と
な
り
、
今
昔
物
語
集
の
中
で
「
思
練
」
　
「
思
煩
」
が
同
義
で
位
相
の
差
が
あ
る
か
の
如
き
感
を
与
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
他
動
詞
性
を
は
っ
き
り
獲
得
し
た
働
㈲
そ
し
て
團
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
他
と
複
合
す
る
場
合
に
も
、
同
義
的
な
意
義
を
有
す
る
語
と
反
復
的
に
複
合
し
、
上
接
動
詞
の
意
味
を
つ
よ
め
又
は
明
瞭
に
す
る
形
で
機
能
し
て
い
る
。
上
接
語
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
こ
の
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
移
行
は
遅
速
さ
ま
ざ
ま
な
が
ら
次
第
に
進
行
し
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
昔
物
語
集
に
み
る
「
練
」
は
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
過
渡
の
姿
で
あ
る
。
　
右
の
如
く
、
中
古
期
に
み
ら
れ
る
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
用
法
の
ゆ
れ
は
、
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
転
換
す
る
過
程
に
生
じ
た
現
象
で
あ
る
。
そ
う
考
え
て
、
上
代
語
「
ア
ツ
カ
フ
」
か
ら
現
代
語
「
ア
ツ
カ
フ
」
ま
で
の
用
例
を
思
い
う
か
べ
て
み
る
と
、
　
「
ア
ツ
カ
フ
」
が
自
動
詞
と
他
動
詞
の
間
を
ゆ
れ
動
き
、
た
ゆ
た
い
つ
つ
他
動
詞
へ
行
き
着
く
姿
が
鮮
や
か
に
見
え
て
く
る
。
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
本
来
、
　
「
病
毒
に
苦
し
む
」
意
か
ら
、
原
因
は
と
も
あ
れ
激
し
い
苦
し
み
や
悩
み
を
示
す
精
神
の
表
現
の
語
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
古
期
に
一
般
の
「
世
話
を
す
る
」
と
い
う
、
い
ま
だ
心
情
に
重
み
の
か
か
っ
た
語
の
用
法
を
経
て
、
単
に
「
処
理
す
る
」
と
い
う
手
の
行
為
、
手
の
み
の
行
為
の
表
現
に
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
、
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
転
換
は
ひ
と
り
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
み
の
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
ワ
ブ
」
が
あ
る
。
詳
述
す
る
紙
幅
を
も
た
な
い
が
、
現
代
語
に
お
い
て
バ
行
上
一
段
動
詞
「
ワ
ビ
ル
」
は
他
に
対
し
て
お
詫
び
を
す
る
の
意
の
他
動
詞
で
あ
り
、
外
へ
向
か
っ
て
の
行
動
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
　
「
ワ
ブ
」
は
、
か
つ
て
バ
行
草
二
段
に
活
用
し
、
失
意
・
失
望
・
困
惑
な
ど
自
己
の
内
心
の
辛
さ
・
苦
し
さ
、
要
し
さ
の
表
現
が
中
核
を
占
あ
る
語
で
、
内
向
き
の
自
動
詞
的
な
語
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
気
持
は
本
来
具
体
的
な
行
為
に
あ
ら
わ
さ
な
け
れ
ば
示
し
得
な
い
、
又
把
え
得
な
い
性
質
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
次
第
に
そ
の
行
為
・
行
動
そ
の
も
の
に
表
現
の
力
点
が
移
り
、
他
に
対
す
る
謝
罪
行
為
の
表
現
の
語
と
な
り
か
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
又
、
そ
の
ゆ
れ
動
く
転
換
の
様
相
を
同
じ
く
今
昔
物
語
集
の
内
部
に
う
か
が
い
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
「
ワ
ブ
」
の
場
合
も
い
わ
ゆ
る
自
動
詞
的
な
用
法
か
ら
他
動
詞
的
な
用
法
へ
の
転
換
i
変
身
で
あ
る
。
　七（
　
以
上
、
今
昔
物
語
集
の
「
績
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
　
「
練
」
は
「
ア
ツ
カ
フ
」
と
訓
じ
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
、
そ
の
「
ア
ツ
カ
フ
」
は
本
来
上
代
の
自
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
か
ら
転
換
し
た
も
の
で
、
　
「
我
身
の
苦
し
み
を
苦
し
む
ご
と
く
他
を
も
思
い
や
り
、
心
で
、
口
で
、
手
で
、
そ
れ
ら
の
事
態
と
か
か
わ
り
を
持
つ
」
と
い
う
語
義
で
あ
っ
た
。
　
「
心
に
か
け
る
」
　
「
気
づ
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
　
（
山
ロ
）
か
う
」
と
い
う
の
が
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
「
練
」
の
意
義
で
あ
り
、
現
代
的
な
語
感
で
思
え
る
、
単
な
る
「
手
」
の
行
為
の
表
現
で
は
な
く
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
「
気
配
り
」
が
、
今
昔
物
語
集
の
す
べ
て
の
「
練
」
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。
今
昔
物
語
集
の
「
練
」
は
自
動
詞
か
ら
他
動
詞
へ
の
移
行
転
換
の
過
渡
期
に
、
多
分
に
自
動
詞
的
な
要
素
の
強
い
用
例
が
ま
だ
残
存
す
る
姿
で
あ
る
。
　
日
本
語
の
動
詞
の
自
他
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
明
確
な
処
理
の
し
に
く
い
問
題
の
如
く
で
あ
る
。
今
、
「
ア
ツ
カ
フ
」
に
み
た
如
く
、
又
「
ワ
ブ
」
に
つ
い
て
略
述
し
た
如
く
、
動
作
の
方
向
、
内
向
き
な
の
か
外
向
き
な
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
動
詞
を
整
理
し
直
し
て
み
る
こ
と
が
自
他
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
一
つ
の
可
能
性
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
愚
案
し
て
み
て
い
る
。
今
昔
物
語
集
に
は
か
か
る
問
題
の
手
掛
り
と
な
り
そ
う
な
用
例
を
多
々
見
出
す
。
今
後
を
期
し
た
い
。
ω②③四⑤
（
注
）
テ
キ
ス
ト
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
「
今
昔
物
語
集
」
8
～
㈲
　
山
田
孝
雄
・
忠
雄
・
英
雄
・
俊
雄
校
注
（
岩
波
書
店
）
を
用
い
、
本
文
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
の
ペ
ー
ジ
数
・
行
数
に
よ
る
。
「
大
漢
和
辞
典
」
諸
橋
轍
次
（
昭
3
0
・
1
1
、
大
修
館
書
店
）
に
よ
る
。
「
見
練
」
の
用
例
①
と
②
に
つ
い
て
は
、
大
系
本
の
頭
注
補
記
（
大
系
本
四
、
謂
ぺ
）
に
、
　
「
そ
れ
ぞ
れ
、
見
る
に
見
か
ね
て
・
洪
手
傍
観
の
意
で
あ
り
、
文
脈
上
は
、
相
反
す
る
が
如
き
用
法
を
持
つ
。
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
「
今
昔
物
語
集
」
H
補
注
四
八
四
ぺ
：
ジ
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
和
歌
用
例
は
、
曽
丹
集
に
「
の
ど
か
に
て
涼
し
か
り
け
り
夏
の
日
も
思
ひ
あ
っ
か
ふ
こ
と
も
な
き
身
は
」
を
み
る
の
み
で
あ
る
。
二
七
長
崎
大
学
士
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
二
八
号
㈹
日
本
国
語
大
辞
典
の
記
載
に
よ
る
。
働
の
意
味
で
用
い
て
い
る
の
は
、
秋
田
・
岩
手
・
宮
城
な
ど
東
北
地
方
で
あ
り
、
　
「
い
じ
る
」
　
「
も
て
あ
そ
ぶ
」
の
意
で
用
い
る
の
は
、
九
州
地
方
の
如
く
で
あ
る
。
二
八
（
補
記
）
　
第
8
表
の
分
類
に
お
い
て
、
一
形
式
に
㈲
～
回
の
い
く
つ
も
の
項
目
に
わ
た
っ
て
用
　
例
を
見
出
し
、
分
類
の
実
際
が
問
題
に
な
る
の
は
、
単
独
動
詞
「
ア
ツ
カ
フ
」
の
み
　
で
あ
る
。
今
そ
の
一
九
例
に
つ
い
て
、
所
属
を
、
巻
数
・
語
数
・
大
系
本
の
ベ
ー
ジ
　
数
・
行
数
で
示
す
。
「
㈲
　
二
四
1
5
0
、
4
8
ぺ
2
行
、
二
七
i
忽
、
1
0
ぺ
1
6
行
、
二
八
一
2
0
、
8
6
ぺ
1
4
行
、
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
二
九
！
7
、
蜘
ぺ
1
6
行
、
二
九
1
1
8
、
m
ぺ
4
行
。
㈲
　
一
六
1
3
2
、
姻
ぺ
2
行
、
二
六
一
5
、
螂
ぺ
1
5
行
、
二
七
i
2
4
、
鵬
ぺ
3
行
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ニ
七
！
3
3
、
5
2
ぺ
8
行
、
二
九
…
2
4
、
1
7
ぺ
1
4
行
、
三
一
1
5
、
2
5
ぺ
1
7
行
、
　
　
　
　
　
　
フ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
1
5
、
2
5
ぺ
3
行
、
三
一
t
2
8
、
2
9
ぺ
2
行
。
回
一
〇
1
7
、
饗
2
行
。
㈹
　
四
一
8
、
魏
ぺ
1
行
、
一
〇
1
5
、
捌
ぺ
1
行
、
一
五
1
2
2
、
躍
ぺ
1
6
行
、
二
〇
　
　
1
1
1
、
鰯
ぺ
2
行
、
二
六
1
1
1
、
幽
ぺ
6
行
。
